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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期

第１四半期連結
累計期間

第27期
第１四半期連結

累計期間
第26期

会計期間
自2019年１月１日
至2019年３月31日

自2020年１月１日
至2020年３月31日

自2019年１月１日
至2019年12月31日

売上高 （千円） 5,095,049 5,987,444 21,518,666

経常利益 （千円） 435,217 505,944 1,501,385

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 291,847 340,581 989,595

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 292,867 333,370 988,652

純資産額 （千円） 4,354,604 5,081,698 5,021,024

総資産額 （千円） 7,643,636 8,896,569 9,236,452

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 9.63 11.24 32.66

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 9.63 － －

自己資本比率 （％） 56.6 57.1 54.4

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第27期第１四半期連結累計期間及び第26期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　なお、当第１四半期連結累計期間における主要な関係会社の異動は、次のとおりです。

　前連結会計年度において連結子会社でありました株式会社エルタスクは、2020年１月１日付で当社を存続会社とし

た吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）経営成績

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善など緩やかな景気回復の兆しは

あったものの、消費税率引き上げ後の個人消費の減退、米中貿易摩擦問題や新型コロナウイルス感染症の拡大の影

響による世界的な景気減速懸念から依然として先行き不透明な状況が続いております。

　当社グループが属する医療・介護業界につきましては、2020年４月１日現在、65歳以上人口が3,605万人、総人

口の28.6％（総務省統計局 人口推計－2020年４月報－）を占めるなど高齢化が確実に進行しており、当社グルー

プに係るサービスの市場規模はますます拡大するものと思われます。

　こうした環境の中、当社グループは、介護医療関連事業の主力サービスである「ＣＳ（ケア・サポート）セッ

ト」をより普及・拡大させるために、全国20ヶ所の営業拠点において、営業活動を施設（病院及び介護老人保健施

設等）に対して展開してまいりました。これにより、当社グループにおける当第１四半期連結累計期間の新規契約

の施設数は33施設、解約施設数は12施設となり、当第１四半期連結会計期間末のＣＳセット導入施設数は、前連結

会計年度末より21施設増加し1,383施設となりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は5,987,444千円（前年同期比17.5％増）、営業利益は502,252千

円（同15.9％増）、経常利益は505,944千円（同16.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は340,581千円

（同16.7％増）となりました。

 

(2）財政状態

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、8,896,569千円と前連結会計年度末に比べて339,883千円の減少とな

りました。このうち、流動資産は7,477,043千円と前連結会計年度末と比べて850,097千円の減少となりました。こ

れは主に、売掛金が82,240千円増加し、未収入金が27,805千円増加したものの、現金及び預金が843,057千円減少

したためであります。

　固定資産は、1,419,526千円と前連結会計年度末と比べて510,214千円の増加となりました。これは主に、のれん

が9,771千円減少したものの、有形固定資産が4,626千円増加し、投資その他の資産が518,400千円増加したためで

あります。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、3,814,870千円と前連結会計年度末に比べて400,557千円の減少とな

りました。これは主に、賞与引当金が32,091千円増加したものの、買掛金が174,181千円減少し、未払法人税等が

184,146千円減少したためであります。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、5,081,698千円と前連結会計年度末に比べて60,674千円の増加と

なり、自己資本比率は57.1％となりました。純資産合計の増加は、主に利益剰余金の増加によるものであり、株主

に対する配当金の支払いが生じたものの、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により利益剰余金が340,581

千円増加したためであります。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当社は、2020年３月３日開催の取締役会において、クラシコ株式会社との間で資本業務提携契約を行うことについ

て決議するとともに、同日付で資本業務提携契約を締結いたしました。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 96,000,000

計 96,000,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現

在発行数（株）
（2020年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年５月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 30,300,000 30,300,000
東京証券取引所

市場第一部

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であり、単元株式数

は100株であります。

計 30,300,000 30,300,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年１月１日～

2020年３月31日
－ 30,300,000 － 573,496 － 543,496

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2019年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

    2020年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 30,295,900 302,959 －

単元未満株式 普通株式 3,700 － －

発行済株式総数  30,300,000 － －

総株主の議決権  － 302,959 －

 

②【自己株式等】

    2020年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社エラン
長野県松本市出川町

15-12
400 － 400 0.00

計 － 400 － 400 0.00

（注）当社は、単元未満自己株式40株を保有しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2020年１月１日から2020

年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年１月１日から2020年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,472,071 2,629,013

売掛金 2,779,071 2,861,311

商品 753,791 636,958

貯蔵品 12,761 11,134

未収入金 1,697,463 1,725,268

その他 43,472 51,979

貸倒引当金 △431,490 △438,623

流動資産合計 8,327,140 7,477,043

固定資産   

有形固定資産 311,526 316,152

無形固定資産   

のれん 87,941 78,170

その他 107,964 104,923

無形固定資産合計 195,906 183,093

投資その他の資産   

その他 447,704 969,299

貸倒引当金 △45,825 △49,019

投資その他の資産合計 401,879 920,279

固定資産合計 909,311 1,419,526

資産合計 9,236,452 8,896,569

負債の部   

流動負債   

買掛金 3,340,056 3,165,874

未払法人税等 333,285 149,139

賞与引当金 － 32,091

その他 537,743 463,747

流動負債合計 4,211,085 3,810,853

固定負債   

その他 4,342 4,017

固定負債合計 4,342 4,017

負債合計 4,215,428 3,814,870

純資産の部   

株主資本   

資本金 573,496 573,496

資本剰余金 543,496 543,496

利益剰余金 3,919,152 3,987,038

自己株式 △238 △238

株主資本合計 5,035,906 5,103,792

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △14,882 △22,093

その他の包括利益累計額合計 △14,882 △22,093

純資産合計 5,021,024 5,081,698

負債純資産合計 9,236,452 8,896,569
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2019年１月１日
　至　2019年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2020年１月１日
　至　2020年３月31日)

売上高 5,095,049 5,987,444

売上原価 3,723,710 4,417,496

売上総利益 1,371,338 1,569,948

販売費及び一般管理費 937,989 1,067,695

営業利益 433,349 502,252

営業外収益   

固定資産売却益 448 66

受取遅延損害金 1,038 2,704

その他 512 1,045

営業外収益合計 2,000 3,816

営業外費用   

固定資産除却損 123 -

固定資産売却損 - 124

その他 8 -

営業外費用合計 131 124

経常利益 435,217 505,944

税金等調整前四半期純利益 435,217 505,944

法人税、住民税及び事業税 131,606 138,235

法人税等調整額 11,764 27,127

法人税等合計 143,370 165,363

四半期純利益 291,847 340,581

非支配株主に帰属する四半期純利益 － -

親会社株主に帰属する四半期純利益 291,847 340,581
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2019年１月１日
　至　2019年３月31日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2020年１月１日
　至　2020年３月31日)

四半期純利益 291,847 340,581

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,020 △7,210

その他の包括利益合計 1,020 △7,210

四半期包括利益 292,867 333,370

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 292,867 333,370

非支配株主に係る四半期包括利益 － -
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

2020年１月１日付で、当社を存続会社とし、株式会社エルタスクを消滅会社とする吸収合併方式により、当社と

株式会社エルタスクが合併しております。これにより、当第１四半期連結会計期間より株式会社エルタスクを連結

の範囲から除外しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年１月１日
至　2019年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年１月１日
至　2020年３月31日）

　　　減価償却費 15,700千円 17,278千円

　　　のれんの償却額 9,771千円 9,771千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2019年１月１日　至　2019年３月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年３月22日

定時株主総会
普通株式 212,096 14 2018年12月31日 2019年３月25日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2020年１月１日　至　2020年３月31日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年３月25日

定時株主総会
普通株式 272,696 9 2019年12月31日 2020年３月26日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2019年１月１日　至　2019年３月31日）

　当社グループは、介護医療関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2020年１月１日　至　2020年３月31日）

　当社グループは、介護医療関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間

（自　2019年１月１日
　至　2019年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年１月１日
　至　2020年３月31日）

１株当たり四半期純利益 9.63円 11.24円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
291,847 340,581

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
291,847 340,581

普通株式の期中平均株式数（株） 30,299,560 30,299,560

   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 9.63円 －

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 15,242 －

（うち新株予約権（株）） （15,242） －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

－ －

（注）当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 
 

2020年５月11日
 

 

株 式 会 社　エ　ラ　ン

　取　締　役　会　御中
 
 

有限責任監査法人　トーマツ
 
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 陸　田　　雅　彦　 印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 下　条　　修　司　 印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エラン

の2020年１月１日から2020年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年１月１日から2020年３月31

日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年１月１日から2020年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エラン及び連結子会社の2020年３月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社エラン(E30929)

四半期報告書

15/15


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

